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芥子油の殺卵作用に関する研究

(4) 芥子油の殺卵作用に及ぼす温度の影響

国井 喜章

（明東東山農業試験場線虫研究室 国立予防衛生研究所寄生虫部

（昭和 34年 2月25日受領）

緒言

第 1報 (1958）において，芥子油が姻虫卵に対して非

常に高い殺卵作用を有するととを報告した。そして， ζ

の殺卵作用は処理温度が28°0の場合と10。Cの場合てかな

りの相異が認められた。すなわち，処理温度が低い場合

には，芥子油の殺卵作用は低減するととが明らかであっ

た。

薬剤の殺卵作用が温度の低下とともに著しく低減す

ることは，すでに多くの研究者によって示され，松村ら

(1955）は殺卵剤の作用条件の一つに低温て実験を行う

ととをあげており，小宮（Hl57) も低温において充牙な

殺卵効果を有する薬剤がほとんどないことを報告してい

る。

さらに第2報（1958）において，芥子油の殺卵作用が

展尿中て著しく低減するととを述べた。乙れは尿尿を

貯溜した場合に，尿尿中に ammoniaが発生し， との

ammoniaの発生によって尿尿の pHがアルカリ性とな

り，アルカリ性の尿尿中ては芥子油の殺卵作用が消失す

るためと考えられた。

しかし，尿尿の pHはそれが新鮮な場合には中性，も

しくは酸性を呈するものであり，これが貯溜され腐熟し

た場合に ammoniaの発生をみるわけである。ととろが

尿尿の腐熟は温度の低い冬期聞には，非常に永い期開放

置しなければ行われないととが明らかにされている。い

いかえれば，冬期聞に貯溜した尿尿の pHはアノレカリ性

に移行しにくいわけである。

Y OSHIAKI KUNII : Studies on the ovicidal effect 

of mustard oil (4) Influence of temperature upon 

the ovicidal e在ectof mustard oil (Laboratory of 

Nematology, Kanto・TosanAgricultural Experiment 

Station, Chiba Prefecture, and the Department of 

Parasitology, National Institute of Health, Tokyo) 

芥子油の殺卵作用および尿尿の腐熟が，温度の高低に

よって左右されるものであるということから考えて，芥

子油が姻虫卵を殺卵するための限界温度を知るととがで

きれば，地域的な年間気温と尿尿の pHを考慮するとと

によって，民尿中の畑虫卵を殺滅するζ とが可能ではな

からうかと思われる。

そこで今回は，最も殺卵力の高かった tolyl芥子油と

比較的入手しやすいと考えられる phenyl芥子油の 2種

を用いて，芥子油の殺卵作用におよぼす温度の影響につ

いて検討したので，とζ に報告する。

実験材料および方法

使用した畑虫卵は豚阻虫子宮内正常卵である。

使用薬剤は phenyl芥子油および tolyl芥子油を 3倍

の tween80番て乳剤として用いた。

作用条件は，処理温度を28°0,20°0, l'tO, 15°0, 9 

00, 5。c,1℃，－ 7。Cとし，濃度は103,5×1Q3, 1Q4倍

である。処理日数は，通常のごとく 7日間とし， 20°0,

15°0, 9 °0については 5日間， 3日間， l日聞を併せて

行った。

処理方法および培養方法は第l報に述べたどとく，

lOOml円筒ピンにそれぞれの濃度に調製した作用液

50mlを入れ，洗糠した畑虫卵の若干を加えて， 各々調

節した恒温器内に処理日数だけ放置した。処理後，洗糠

して 2% Formalin水を加え，素焼板上て 1カ月間培

養した。培養温度は28°0である。

観察は洗糠直後，培養15日後および培養1カ月後の 3

固に行い，培養 1カ月後の結果から生死の判定を行つ

た。

なお，殺卵率は対照（蒸溜水〉の仔虫形成率によって

補正した。
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をみたが， 103, 5×10a倍の濃度のものは 100%が殺卵

した。 5q0ては10a倍て94%,5×10a倍て41%, 104倍て

は2%とその殺卵率が低下し，更に 1°0, - 7 °0 におい

ては，まったく効果が認められなかった。

第 2表および第2図は， tolyl芥子油の 7日処理を行

った結果である。とれによると， tolyl芥子油は処理温

実験結果

第 1表，第1図に示すとおり， phenyl芥子油の 7日

処理ては， 103, 5×10a, lQ4倍のいづれの濃度において

も処理温度が15°0以上の場合には 100%の殺卵率を示し

た。そして 9℃ては， lQ4倍にわづか 1%の仔虫形成卵

~76 

Phenyl芥子油の殺卵作用

（処理日数7日）

第 1表

Tolyl芥子油の殺卵作用

（処理日数7日）
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Phenyl芥子油の殺卵作用（処理日数7日）第 1図
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第 4表 Tolyl芥子油の殺卵作用

（処理日数5・3・1日）
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9 °Cては 5日， 3 8, 1日処理のいづれの場合にも，

とうとうに殺卵率の低下がみられるようてある。 しか

し，tolyl芥子油の103倍濃度は1日処理においてち 100

osの殺卵率を示すととが認められた。

phenyl芥子油と tolyl 芥子油の殺卵作用を比較して

みると， いづれの条件のもとにおいても， tolyl芥子油

が phenyl芥子油よりも強い殺卵作用を有するように思

われた。

考察

薬剤の殺卵作用は処理温度の高低によって左右され，

温度の高い場合ほどその作用は強いものと考えられる。

久津見（1955）はネオヂクロン， 二硫化炭素による

畑，鈎虫卵についての試験て，作用温度が低い場合には

高温11寺よりも殺卵効果が低下するととを報告している。

また，小林ら (1955）はネオヂクロン，二硫化炭素，

亜硝酸ソーダ，芥子泊による鈎虫卵殺卵試験を10°0と20

。Cて、行い，薬剤作用時の温度がその効力に相当大きな影

響をあたえ，高温は低温の場合よりも一層有力にはたら

くものであるととを述べている。

更に，松村ら (1955）も臭化メチル，沃化メチル，そ

の他数種の薬剤を用い，水中て人畑虫卵に作用させて，

ほとんどすべての薬剤の殺卵効果が，作用温度の低下と

ともに減弱したと報告している。

そして今回の芥子油による実験において，処理温度が

低い場合には明らかに殺卵作用が低減あるいは消失して

しまうことがわかった。しかし，殺卵作用の低減と温度

の低下の聞には一定の関係はみられないようである。

処理日数を 7日と限定した場合には，処理混度が15。C

以上においては phenyl, tolyl芥子油ともに103, 5× 

103, 104倍の濃度のいづれも 100%の殺卵率を示し，15

C以下てはその殺卵率が急激に低下し，l。Cになると，

ほとんどの処理掴虫卵は対照の胴虫卵と同様に仔虫を形

成した。

永井 (1954）は，姻虫卵の発育限界温度が15。Cてある

と述べているが，薬剤の殺卵限界温度と畑虫卵の発育限

界温度との聞には何らかの関係があるのではなかろう

か。

胴虫卵が発育せず単細胞期の7まま静止している状態に

ある場合じ発育が進み，細胞が活動している状態にあ

る場合とでは，蜘虫卵の薬剤に対する抵抗力が異なるの

ではないかと考える。

また，薬剤が畑虫卵を殺滅するためには，何らかのか

( 126) 
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たちで薬剤が畑虫卵の卵殻内に浸透して，その発育を阻

害するものと忠われる。そして，薬剤のとの浸透力は温

度の高低によって大きく左台され，低温の場合には高温

の場舎に比してその浸透力が小さくなるため，薬効が姻

虫卵の卵殻内に及ばないので，低温時の殺卵作用が低下

するものとも考えられる。

要約

芥子油の殺卵限界温度を知るために，28℃， 20°C, 17 

。C, 15°C, 90°C, 5 °C, 1。C,- 7 °Cの各温度て phenyl,

tolyl芥子油の殺卵作用を検討して次の結果を得た。

1) phenyl芥子油は 7日処理の場合には， 15°Cが5

×1Q3倍， 1Q4倍濃度の，そして， 9 °Cが1Q3倍濃度の 100

%の殺卵率を示す限界温度であった。

2) tolyl芥子油の 7日処理ては，10＇倍濃度はいづれ

の処理温度においても 100%の殺卵率を示した。しか

し， 5×1Q3倍ては＼）ocが，104倍では15°0が限界温度て

あった。

3) 処理日数が短縮された場合には， 7日処理の場合

より限界温度が高く ， phenyl芥子油ては 5日処理て、13

oc以上， 3日処理て20°C, 1日処理ては20°C以上の温度

でなければ完全な殺卵効果は望めないようである。

心 tolyl芥子油の場合は， 5日， 3日処理て15°C,

l 日処理て20°Cであった。た立し， 10•倍濃度のものは，

いづれの条件においても 100%の殺卵率を示した。

5) 芥子油の殺卵限界温度は，おおむね15°C附近と考

えられ，姻虫卵の発育と何らかの関係があるのではない

かと思はれる。

稿を終るにあたり，御指導と御校聞を賜った農業技術

研究所川上行蔵博士，国立予防衛生研究所小宮義孝博士

に深〈感謝の意を表する．また，実験にあたって御援助

を願った農業技術研究所池内まさ子技官に感謝する．

文献

1）小林昭夫 ・安田一郎 ・費藤敏昭（1955）：各種化学
薬品に よる鈎虫卵殺滅試験（1），寄生虫誌，4(3),308-

311. -2）小宮義孝 （1957）：殺卵刑， 寄生虫誌，
6(3, 4), 267-268. -3）国井喜章（1958）：芥子油の

殺卵作用に関する研究（1）姻虫卵に対する殺卵効果，

寄生虫誌，7(5) ' 523-528. -4）国井喜章（1958): 

芥子油の殺卵作用に関する研究（2）尿の貯溜と芥子油
の殺卵作用，寄生虫誌， 7(6), 609-612. -5）久津見

晴彦（1955）：低温におけるネオヂクロシおよび二流
化炭素の姻・鈎虫卵殺卵試験とその効果判定について



昭和 34年 8月 (1959）〕

寄生虫誌，4(4)' 337-342. -6）松村竜雄・寺尾宏一

郎 ・友松新五・大沢正夫・ 織田敏郎（1955）：殺卵剤

の研究，寄生虫誌， 4 (2)' 215-216. -7）永井利男

(1954）：畑虫の研究（8）姻虫卵発育可能の最低限界温

度，医学と生物学，33(1)' 47-48. 

Summary 

The author examined the ovicidal effect of phenyl 

and tolyl mustard oil at 28°C, 20°C, 17°C, 15°C, 

9°C, 5°C, 1°C and-7°C, respectively, to know an 

effective ovicidal temperature range to ascaris 

eggs. 

579 

The sesults were as follows : 

The ovicidal e旺ectof tolyl mustrad oil an 103 

concentration was 100% mortality in every cond・

ition of the present examination. 

The effective ovicidal temperature for mustard 

oil was about 15°C in 7 days treatment, but the 

temperature had to be risen to higher than 15°C 

as the period treatment was shortened. 

From the above results, the effective ovicidal 

temperature of mustard oil is somewhat concerned 

with the development of ascaris eggs. 
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